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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 6,441,139 6,260,485 8,343,455

経常利益 (千円) 509,914 293,951 559,053

四半期(当期)純利益 (千円) 272,251 143,722 302,313

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 258,252 142,363 288,246

純資産額 (千円) 4,499,533 4,593,207 4,529,527

総資産額 (千円) 8,511,704 8,292,962 8,120,767

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 34.86 18.41 38.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.9 55.4 55.8

　

回次
第61期
第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.01 10.13

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４ 第61期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および連結子会社ジェイソフト株式会社)が営

む事業の内容につきまして、重要な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興に伴い緩やかな回復を見

せる一方、欧州諸国の金融不安を背景とした世界経済の減速や円高の長期化により輸出が停滞する等、先

行き不透明な状況で推移しました。当社関連の家庭紙業界におきましても、生活防衛意識の高まりによる

消費の低迷、海外製品の流入による競争激化等により、事業収益が圧迫される厳しい経営環境で推移しま

した。

こうしたなか、当社グループはお客様の満足を得る製品の開発、きめ細かな営業活動を展開し業績の向

上に努めてまいりましたが、このたびの震災や円高等の影響もあり、当第３四半期連結累計期間の売上高

は62億60百万円(前年同期比2.8％減)となりました。また徹底した原価低減にも取組んでまいりました

が、原燃料価格の高止まり等の影響もあり、営業利益は２億97百万円(同41.8％減)、経常利益は２億93百

万円(同42.4％減)、四半期純利益は１億43百万円(同47.2％減)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

ａ．不織布関連事業

不織布関連事業のうちパルプ不織布原反は、一部の販売先が東日本大震災において被災し受注が停

滞したこと等により売上高が減少しましたが、パルプ不織布加工品のクッキングペーパーについては、

新たなＯＥＭ製品の取扱を積極的に開拓したことにより増加しました。化合繊不織布は食品包材向け

の新規製品の販売等により売上高は増加し、その他不織布も家庭用および産業用向けの新規製品の販

売等により増加しました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は31億59百万円(前年同期比

3.3％増)、セグメント利益は５億75百万円(同10.2％減)となりました。

ｂ．紙関連事業

紙関連事業である衛生用紙は、国内外の紙オムツ向け製品を中心に拡販を積極展開したものの、一部

の販売先が震災の被害を受け受注の回復に時間を要したこと、円高の影響により海外向け製品の販売

数量が伸び悩んだこと等により、売上高は減少しました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上

高は31億円(前年同期比8.3％減)、セグメント利益は２億35百万円(同40.6％減)となりました。
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(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度に比べ１億72百万円増加して82億92百万円となりました。これは、在庫調整

により原材料及び貯蔵品が１億38百万円、減価償却等により有形固定資産が１億51百万円減少した一方、

現金及び預金が２億76百万円、受取手形及び売掛金が３億67百万円増加したこと等によるものでありま

す。

負債は、前連結会計年度に比べ１億８百万円増加して36億99百万円となりました。これは、返済により

長期借入金が１億95百万円減少した一方、支払手形及び買掛金が３億50百万円増加したこと等によるも

のであります。

純資産は、配当の支払いがあったものの、当期純利益を確保したこと等により、前連結会計年度に比べ

63百万円増加して45億93百万円となりました。この結果、自己資本比率は55.4％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。

　

(5) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手及び完了予定

総額
(百万円)

既払金額
(百万円)

着手 完了

当社
本巣工場(仮称)

岐阜県本巣市
不織布
関連事業

化合繊不織布
生産設備

1,400 ―
自己資金
および
借入金

平成24年
３月

平成24年
10月

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループ製品の主原料であるパルプおよび燃料である重油・ガスは、国際的な需給バランスや思

惑買い等による価格変動の影響を受けるとともに、海外依存度が高いことから為替相場の影響も受けま

す。こうしたなか、当社グループといたしましては、既存販売先はもとより新規販売先の開拓を積極的に

展開し販売数量の増加を図ること、衛生用紙およびパルプ不織布製造設備を効率的に稼働させ製造原価

の低減を図ること、付加価値の高い新製品の開発に取り組むこと等により一層の利益の確保を目指しま

す。

　

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

消費の低迷や競争の激化等厳しい経営環境にはありますが、当社グループが継続的かつ安定的な発展

を遂げるためには、お客様に満足していただける製品を開発・提供するとともに、事業領域のさらなる拡

大を図ることが重要であると考えております。こうしたなか、当社グループは中期経営計画「ACTIVE－

PLAN　200」の達成に取り組んでおります。
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①企業価値の向上

製販管が一体となった体制のもと、付加価値の高い製品を提供することにより、企業の存在価値の

向上を図ります。

②業容の拡大

既存事業を積極的に拡大するとともに、市場のニーズに沿った製品を企画・開発し、新規事業の事

業化に取り組みます。

③企業体質の強化

コスト競争力を高め、収益体質の強化を図るとともに、コンプライアンスを遵守した活動を推進し

ます。

④人材の育成

研修や教育を充実させ、企業の源である社員の人間力の向上を図ります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,175,280 8,175,280
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 8,175,280 8,175,280― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
― 8,175,280 ― 593,660 ― 603,260

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

368,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,773,000
7,773 ―

単元未満株式
普通株式

34,280
― ―

発行済株式総数 8,175,280 ― ―

総株主の議決権 ― 7,773 ―

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ハビックス株式会社

岐阜県岐阜市福光東三丁目５番
７号

368,000 ― 368,000 4.50

計 ― 368,000 ― 368,000 4.50

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,107,776 1,384,012

受取手形及び売掛金 2,335,328 ※1
 2,703,271

商品及び製品 242,258 208,920

仕掛品 8,475 1,789

原材料及び貯蔵品 564,044 426,018

その他 184,475 52,810

貸倒引当金 △2,628 △2,742

流動資産合計 4,439,730 4,774,079

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,653,262 2,663,186

減価償却累計額 △1,507,421 △1,572,752

建物及び構築物（純額） 1,145,840 1,090,433

機械装置及び運搬具 5,279,098 5,424,874

減価償却累計額 △4,014,439 △4,187,847

機械装置及び運搬具（純額） 1,264,659 1,237,027

その他 1,031,883 967,536

減価償却累計額 △123,195 △126,843

その他（純額） 908,687 840,693

有形固定資産合計 3,319,187 3,168,154

無形固定資産

のれん 40,898 28,628

その他 62,495 47,368

無形固定資産合計 103,393 75,997

投資その他の資産

その他 275,715 291,991

貸倒引当金 △17,260 △17,260

投資その他の資産合計 258,455 274,731

固定資産合計 3,681,036 3,518,883

資産合計 8,120,767 8,292,962
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,352,128 ※1
 1,702,670

短期借入金 501,885 521,885

未払法人税等 11,321 24,307

賞与引当金 96,452 46,615

役員賞与引当金 36,000 30,000

その他 393,592 ※1
 380,804

流動負債合計 2,391,380 2,706,283

固定負債

長期借入金 818,114 622,771

退職給付引当金 128,384 133,744

その他 253,360 236,955

固定負債合計 1,199,859 993,470

負債合計 3,591,240 3,699,754

純資産の部

株主資本

資本金 593,660 593,660

資本剰余金 603,260 603,260

利益剰余金 3,397,228 3,462,864

自己株式 △68,227 △68,823

株主資本合計 4,525,921 4,590,960

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,606 2,246

その他の包括利益累計額合計 3,606 2,246

純資産合計 4,529,527 4,593,207

負債純資産合計 8,120,767 8,292,962
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 6,441,139 6,260,485

売上原価 4,949,826 4,973,607

売上総利益 1,491,312 1,286,877

販売費及び一般管理費 980,299 989,304

営業利益 511,012 297,573

営業外収益

受取利息 458 174

受取配当金 4,478 4,864

受取保険料 4,000 －

その他 10,519 12,057

営業外収益合計 19,456 17,096

営業外費用

支払利息 13,525 10,782

為替差損 3,896 4,228

その他 3,132 5,709

営業外費用合計 20,555 20,719

経常利益 509,914 293,951

特別損失

固定資産除却損 17,446 3,896

投資有価証券評価損 1,799 6,328

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,375 －

特別損失合計 22,621 10,224

税金等調整前四半期純利益 487,292 283,726

法人税、住民税及び事業税 162,828 128,438

法人税等調整額 52,212 11,565

法人税等合計 215,040 140,003

少数株主損益調整前四半期純利益 272,251 143,722

四半期純利益 272,251 143,722
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 272,251 143,722

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,999 △1,359

その他の包括利益合計 △13,999 △1,359

四半期包括利益 258,252 142,363

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 258,252 142,363

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

――――― ※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

受取手形 109,588千円

支払手形 326,020千円

設備関係支払手形 7,959千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　
減価償却費 249,274千円

のれんの償却額 12,269
　

　
減価償却費 276,310千円

のれんの償却額 12,269
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 101,543 13.00平成22年３月31日 平成22年６月25日

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 78,086 10.00平成23年３月31日 平成23年６月27日

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,059,5993,381,5406,441,139 ― 6,441,139

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,059,5993,381,5406,441,139 ― 6,441,139

セグメント利益 640,158 396,7451,036,904△525,891 511,012

(注) １  セグメント利益の調整額△525,891千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△525,891千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,159,8383,100,6476,260,485 ― 6,260,485

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,159,8383,100,6476,260,485 ― 6,260,485

セグメント利益 575,011 235,583 810,595△513,021 297,573

(注) １  セグメント利益の調整額△513,021千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△513,021千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 34円86銭 18円41銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 272,251 143,722

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 272,251 143,722

普通株式の期中平均株式数(株) 7,809,878 7,807,145

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ハビックス株式会社(E00690)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成２４年２月３日

　

ハ ビ ッ ク ス 株 式 会 社
　

取 締 役 会 御 中

　

有限責任監査法人  ト ー マ ツ　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   渋  谷  英  司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   林      伸  文    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハ

ビックス株式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会
計期間（平成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成　２
３年４月１日から平成２３年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハビックス株式会社及び連結子会社の平成２
３年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
  

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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